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ｱﾌﾟﾘｹ-ｼｮﾝ開発工程において,ﾕ-ｻﾞｲﾝﾀﾌｪ-ｽ(UI)部分の開発の占める割合が

大きくなっている.その信頼性の向上はもとより,ｺｽﾄ削減,開発時間の短縮が要求されてい

る. UI設計は,従来のｿﾌﾄｳｪｱ設計と異なり,設計対象の振る舞いや入出力関係に関する設

計(機能設計)に加えて,画面上のﾚｲｱｳﾄなどﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃ-ｼｮﾝﾚﾍﾞﾙでの詳細設計(ﾌﾟ

ﾚｾﾞﾝﾃ-ｼｮﾝ設計)が必要である.しかし,視覚面に重点を置いた設計となりがちであり,機

能設計とﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃ-ｼｮﾝ設計間の整合性が取れないことが多い.

対象ｼｽﾃﾑのﾕ-ｻﾞの作業手順を分析･ﾓﾃﾞﾙ化する様々な設計法や設計技術が提案されて

いる.しかし,これらの設計手法は,機能設計あるいはﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃ-ｼｮﾝ設計の個別に目的を

絞ったものであり,相互の関連や影響を考慮した設計方法論は少ない.これらの関連を考慮した,

体系化されたｲﾝﾀﾗｸﾃｲﾌﾞｼｽﾃﾑ設計法が望まれる.

本研究では,設計の初期段階から適用できる,機能設計とﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃ-ｼｮﾝ設計の-貫性を

考慮した,ｲﾝﾀﾗｸﾃｲﾌﾞｼｽﾃﾑ設計法を提案する.まず,ﾀｽｸ図という図的言語を用い

てﾀｽｸﾓﾃﾞﾙを記述する手法を提案する.そして,ﾀｽｸ図の意味を,ﾌﾟﾛｾｽ代数に基づく

記述法であるLOTOSを用いて形式的に定義する.次に, LOTOS仕様に対するﾓﾃﾞﾙ検査法を

用いて,ﾀｽｸ図で記述されたﾀｽｸﾓﾃﾞﾙを形式的に検証する方法を述べる.また,ﾀｽｸﾓ

ﾃﾞﾙからHTMIﾉ, CGIを実装ｱ-ｷﾃｸﾁｬとしたﾌﾟﾛﾄﾀｲﾌﾟを自動生成する方法を説明す

る.本論文では,書籍の販売ｼｽﾃﾑを例題として本設計法の説明を行う.この例題に対して形

式的検証,ﾌﾟﾛﾄﾀｲﾌﾟ自動生成を行った結果について述べ,その有効性について議論する.

次に,代数的仕様記述の部分ｸﾗｽである抽象的順序機械型仕様(ASM仕様)を用いてﾕ-ｻﾞ
ｲﾝﾀﾌｪ-ｽの仕様を形式的に記述し,その記述に従ってﾌﾟﾛﾄﾀｲﾌﾟ自動生成を行う手法を

提案する.ﾀｽｸﾓﾃﾞﾙからﾌﾟﾛﾄﾀｲﾌﾟを作成する際,代数的仕様記述を行うことにより,よ

り厳密にUI設計情報を取り扱うことができる.まず,個々のUIﾓｼﾞｭ-ﾙがﾒｯｾ-ｼﾞ送受

信によって非同期に動作するような,簡潔な多ﾌﾟﾛｾｽﾓﾃﾞﾙである抽象的ｳｲﾝﾄﾞｳｼｽﾃﾑ

(AWS)ﾓﾃﾞﾙを導入する.そして, AWSに基づいてUIのASM仕様を記述する方法について

述べる.また, Javaを実装ｱ-ｷﾃｸﾁｬと仮定し, UIのASM仕様からﾌﾟﾛﾄﾀｲﾌﾟを自動生

成するための枠組を提案する.この枠組に従ってASM仕様をJavaﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑに変換するｺﾝﾊﾟ

ｲﾗを作成した.本論文では,ｺﾝﾊﾟｲﾗを用いて仕様記述例をｺﾝﾊﾟｲﾙした結果についても

述べる.
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(論文審査結果の要旨)

ｿﾌﾄｳｪｱ開発においてﾕ-ｻﾞｲﾝﾀﾌｪ-ｽ部分の開発の占める割合が増大してお

り,ﾕ-ｻﾞとｼｽﾃﾑが対話的に作業を進めるいわゆるｲﾝﾀﾗｸﾃｲﾌﾞｼｽﾃﾑ設計の

ための系統的な設計法の確立が必要になっている.従来のｲﾝﾀﾗｸﾃｲﾌﾞｼｽﾃﾑ設

計では,内部ﾛｼﾞｯｸの設計を注意深く行わないまま画面上の部品配置などを決定しがち

であるため,必要な機能を使い易いｲﾝﾀﾌｪ-ｽで提供できないことがしばしば起こっ

ていた.本論文では,このような間題意識のもとに,以下のこつの研究ﾃ-ﾏをまとめて
いる.

1･ｲﾝﾀﾗｸﾃｲﾌﾞｼｽﾃﾑ(以下, ISと略記)設計の上流から利用できる設計法として,

ﾕ-ｻﾞﾀｽｸに着目した方法を提案している.ﾕ-ｻﾞﾀｽｸの観点から初期仕様を作

成し,それをﾀｽｸ図と呼ばれる図的言語を用いて書き下す.ﾀｽｸ図にはﾀｽｸの

逐次実行,並行実行,ｻﾌﾞﾀｽｸ-の分解などの記法が用意されており,ﾀｽｸ構造
を自然に記述することができる.さらにﾀｽｸ図の形式的意味を定義するため,ﾀｽ

ｸ図からﾌﾟﾛｾｽ代数に基づく仕様記述言語であるLOTOS -の変換規則が述べられて

いる.詳細化されたﾀｽｸ図の正当性を確認するため,上記変換規則によってﾀｽｸ

図をLOTOS仕様に変換し,既存の検証ﾂ-ﾙを利用したﾓﾃﾞﾙ検査法によって形式的

検証を行なう手順と検証例が示されている.また, WWWを実装のｱ-ｷﾃｸﾁﾔとし,

ﾀｽｸ図からﾌﾟﾛﾀｲﾌﾟを自動生成する手法が提案され,試作ｼｽﾃﾑによる実験結
果も述べられている,

2.論文後半部では, ISの代数的仕様記述法について述べられている.代数的仕様記述法

は意味定義が簡明である等の利点をもつ代表的な形式的仕様記述言語である.本論

文では,代数的仕様の部分ｸﾗｽである抽象的順序機械型代数的仕様(ASM仕様と略)

に着目し, ASM仕様を用いてISの詳細設計を行なう手法を提案している.抽象的ｳｲ

ﾝﾄﾞｳｼｽﾃﾑ(AWS)と呼ばれる多ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ間のﾒｯｾ-ｼﾞ配信機構が提案され,

その基底部分(Baslc System)のASM仕様が論文で記述されている.新しいUI部品を

設計する場合には, Basic SystemのASM仕様を前提として,その部品のASM仕様を与

える.論文ではさらに, ASM仕様からJavaﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑのﾌﾟﾛﾄﾀｲﾌﾟ生成について議

論されており,試作ｺﾝﾊﾟｲﾗを用いた生成例も述べられている.

どちらの手法も,単なる机上の提案にとどまらず,実際にﾌﾟﾛﾄﾀｲﾌﾟ生成ｼｽﾃﾑを試

作するなど,理論の実践が試みられている点が評価される.本論文で示されている手法は,

形式的設計法を利用することが難しいと考えられてきたｲﾝﾀﾗｸﾃｲﾌﾞｼｽﾃﾑ設計に

も系統的な手法の適用が可能であることを実証した点で新規性があり,ｿﾌﾄｳｪｱ工学

の分野で新しい知見を与えるものである.よって博士(工学)の学位論文として価値あるも
のと認める.


